
私
の
学
生
時
代

ス
ホ

1

大
正
九
年
、
同
志
社
は
新
大
学
令
に
よ
る
予
科
三

年
制
を
兆
表
し
、
私
学
草
を
問
わ
ず
学
吉
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
、
慶
・
早
・
明
等
私

学
の
雄
は
皆
こ
れ
に
倣
た
。
旧
制
の
予
科
二
年
コ

ー
ス
を
選
ば
ず
に
一
年
制
に
入
っ
九
学
生
は
、
新
入

生
も
人
れ
総
数
千
名
九
ら
ず
だ
っ
九
と
思
う
。
前
学

長
原
田
助
先
生
は
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
に
な
っ
て
去
ら

れ
、
総
長
は
未
だ
決
ま
ら
ず
今
倫
山
京
都
市
長
の

厳
父
(
中
村
米
助
氏
)
砥
務
取
扱
の
学
長
で
あ
っ

た
。
新
入
の
私
は
叩
村
氏
か
ら
特
に
親
し
く
黒
社

の
電
」
う
か
が
っ
た
。
 
W
1
崎
ス
ポ
ー
ツ
在
や
る
こ
と

自
体
が
社
会
か
ら
鴛
視
さ
れ
勝
の
時
だ
っ
た
が
、

な
か
な
か
進
歩
的
な
方
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
っ
か
り
や

り
な
さ
い
と
、
ハ
ッ
ハ
を
力
け
ら
れ
た

＼ノ

六
月
に
茶
老
H
引
圷
牧
印
か
母
校
同
志
社
に
判
の

ひ
げ

総
長
と
し
て
赴
仟
せ
ら
れ
、
あ
の
誇
畷
白
栃
の
倩
大

な
る
姿
を
現
わ
す
と
学
校
は
活
気
を
生
じ
て
来
た
。

チ
ャ
ヘ
ル
に
お
け
る
先
生
魚
製
に
は
か
か
さ
ず
聞

き
に
入
り
、
将
来
の
世
界
観
を
予
一
言
さ
れ
九
.
冕

「
諸
岩
今
に
兄
よ
空
に
は
鉄
片
(
飛
行
機
)
が
内
由
に

飛
び
水
血
F
に
も
鉄
船
が
盧
由
に
述
航
出
太
、
世
界

つ
と
な
り
空
冏
は
樂
ノ
さ
れ
ん
」
。

畍

の
矛

辻

はに
は
全
く
偉
大
な
る
予
石
者
の
再
来
か
と
思
わ
れ

九
こ
の
総
長
こ
そ
名
総
長
だ
と
思
っ
た
の
は
私
九

け
で
は
な
か
ろ
う
。
総
伐
は
同
志
社
開
校
当
時
の
熊

本
バ
ン
ド
の
一
人
、
徳
党
弟
や
横
井
時
雄
な
ど
と

新
島
校
相
に
教
え
ら
れ
た
組
な
の
で
あ
っ
た
。
私
は

家
庭
欝
か
ら
人
に
対
し
函
合
好
き
き
ら
い
を
す

る
た
ち
で
、
一
父
友
関
係
に
し
ろ
師
蛸
関
係
に
し
ろ
、

尊
敬
す
る
人
に
対
し
て
は
命
で
も
金
で
も
差
出
す
に

お
し
み
な
い
純
俳
*
だ
た
か
ら
、
校
内
の
総
長

室
、
あ
る
い
は
新
町
頭
の
総
長
宅
に
も
、
学
校
行
政

で
も
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
も
述
怠
な
く
話
に
行
く
。

総
長
は
何
時
も
一
詣
で
迎
え
、
き
い
て
F
さ
っ
九
。

会
う
時
、
別
れ
る
時
に
お
π
に
大
き
い
手
で
握
り
あ

つ
九
。
全
く
血
の
通
う
嬉
し
さ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

ツ
万
能
選
手

左
衛
門

私
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
肋
の
一
'
力
た
ら
し
め
た
の
だ
。

佳
中
学
時
代
矛
直
、
、
を
元
て
い
た
か
ら
、

^
^
ち
に
^
^
^
に
^
り
、
同
^
の
園
剖
、
^
^
^
山
^

ら
と
道
場
一
案
し
く
田
畑
六
段
倫
嘔
し
九
。
二
年

生
に
な
っ
た
持
に
は
四
、
五
十
人
の
劃
員
咋
相
手
に

な
る
者
は
二
、
三
人
し
か
い
な
い
。
試
合
に
出
て
も

負
け
を
知
ら
な
い
。
武
袖
会
で
昇
段
曾
に
は
何
時

も
四
五
人
抜
い
て
、
伺
志
社
の
柔
県
」
独
り
負
う
気

佛
が
出
来
て
き
た
ま
た
道
場
の
脇
で
や
っ
て
い
た

相
撲
部
の
士
太
裕
占
を
断
々
見
て
い
た
力
、
Ⅷ
員
は

十
人
足
ら
ず
で
平
架
大
将
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
平

井
研
人
だ
が
気
を
は
い
て
い
る
く
ら
い
で
他
に
片

岡
、
近
雌
佐
山
裂
ら
が
い
六
。
学
術
撲
は
堺
大

浜
轟
日
新
聞
社
主
催
の
全
鬮
大
会
が
当
曾
糧
相

に
合
っ
て
今
の
プ
ロ
野
球
位
の
熱
狂
フ
ァ
ン
が
あ
っ

た
。
十
一
用
の
大
会
に
は
毎
年
券
だ
。
そ
れ
で
平

瀬
主
将
は
平
井
を
通
じ
一
度
ヒ
俵
に
上
っ
て
く
れ
と

言
う
。
柔
道
衣
を
ぬ
い
で
様
に
か
え
士
俵
に
上
り
、

次
々
に
大
外
や
艘
業
で
片
付
け
た
誕
一
人
倒
し
て

く
れ
な
い
さ
あ
大
変
、
姿
に
出
て
く
れ
と
糖

も
し
な
い
う
ち
に
捗
を
中
込
ん
だ
。
い
や
だ
っ
た

が
仕
方
な
い
相
撲
で
初
出
場
、
五
圓
連
勝
。
個
人

2

猿
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戦
に
も
三
峻
準
々
準
退
い
た
が
、
一
躍
同
志
社

は
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
視
さ
れ
、
当
時
の
浅
岡
(
早
)
、

河
上
(
明
)
、
県
(
慶
)
ら
多
嘉
々
の
中
に
一
躍

名
左
列
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
羽
鎌
は
勝
放
な
し
優

勝
戦
に
竹
田
(
関
大
)
と
条
っ
た
が
涙
を
の
ん
で
横

綱
を
逸
し
、
そ
の
後
本
杭
的
な
篇
を
し
な
け
れ
ば

四
ツ
相
挟
で
柔
道
の
手
で
は
制
瑚
出
来
な
い
と
知
る

や
、
出
羽
梶
之
助
氏
よ
り
鵜
古
代
鏡
岩
、
羽
猛
叉

訣
六
山
ら
を
張
し
て
賀
っ
六
。
こ
れ
か
突
張
り
の

武
瓣
と
な
り
、
二
年
後
に
は
無
人
の
境
を
行
く
横
綱

と
な
っ
た
予
科
二
年
の
岫
、
出
器
蔭
よ
り
勧

誘
あ
り
、
学
校
垢
日
山
が
人
力
車
を
乘
付
け
好
条

件
の
数
々
を
誌
さ
れ
た
こ
と
も
思
い
出
で
あ
る
。

そ
の
冏
陸
点
技
割
は
故
佐
伯
厳
大
先
ψ
(
当
時

上
将
)
と
Υ
井
修
一
君
?
ネ
ヂ
一
1
)
二
人
が
フ

イ
ー
ル
ド
方
一
側
を
俊
け
て
く
れ
と
の
こ
と
、
こ
れ
も

力
を
侶
し
て
別
儁
扱
い
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ヂ
に
出
て

嘘
く
投
げ
て
も
優
勝
、
て
き
需
投
、
ハ
ン
マ
ー
投

曾
薪
記
曾
保
持
者
と
な
り
、
ハ
ン
マ
ー
の
と

と
き
は
後
蹴
塚
本
が
破
る
ま
で
約
十
年
問
の
氷
き
に

わ
た
る
保
竿
あ
っ
九
。
そ
の
開
極
宋
大
会
や
H
本

送
手
怖
大
会
忍
鎚
し
た
霊
も
、
主
将
と
し
て

李
一
年
の
三
月
満
二
驫
の
器
で
叫
段
に
な
り

武
徳
会
創
立
以
来
の
裂
寺
残
し
た
。
全
国
学
生
大

公
で
四
段
は
当
時
三
人
位
し
か
い
な
か
っ
九
こ
と

も
い
力
に
同
志
社
柔
道
が
抜
き
出
た
存
在
だ
っ
た

か
わ
か
ろ
う
。

メ
リ
カ
へ
行
か
せ
て
も
ら
た
曾
に
シ
ャ
ト
ル

に
出
て
冏
も
な
く
関
来
大
震
災
を
知
っ
九
。

そ
の
翌
年
ハ
リ
の
オ
リ
ン
ヒ
ッ
ク
に
は
随
分
猛
練

習
驫
け
た
が
、
ハ
イ
ジ
ャ
ン
ワ
の
練
習
中
に
足
首

を
捻
挫
し
、
ニ
カ
月
朋
松
葉
杖
ω
惑
境
に
苦
し
み
、

予
送
に
も
出
場
で
き
な
か
っ
六
。
遂
崚
¥
決
し
慶

応
の
友
人
益
田
署
と
.
一
人
で
蛋
へ
行
き
、
ジ
ヨ

イ
ア
ン
ブ
ル
'
学
萃
霊
を
や
六
り
、
英
鬮

で
は
珍
田
大
使
に
よ
ば
れ
て
H
砥
会
の
大
会
に
出

る
光
米
に
浴
く
す
こ
と
奮
来
た
そ
の
冏
肖
分
の

少
で
あ
る
ポ
ク
シ
ン
グ
世
外
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
ら

ん
と
ロ
ン
ド
ン
。
ヒ
カ
デ
リ
ー
の
ア
ポ
ロ
フ
ィ
ジ
カ

ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
り
、
火
い
に
ヂ
ャ
ッ
ク
・
、
デ

ン
プ
シ
ー
や
カ
ル
。
ハ
ン
チ
エ
ー
に
挑
む
計
画
を
立

て
、
警
会
の
念
な
振
欝
受
け
る
こ
と
三
力

刀
、
祖
父
や
一
製
の
婦
批
W
無
に
し
て
親
粂

驫
け
て
い
た
が
、
父
が
親
友
小
林
登
獣
~
符
士

在
秘
か
に
迎
え
に
寄
こ
す
と
い
う
破
目
に
会
い
、
雄

図
む
な
し
く
英
国
を
去
り
、
ア
メ
リ
カ
を
兄
物
し
て

一
諸
に
州
っ
て
来
た
。
そ
れ
が
四
刃
で
同
級
生
は
卒

業
し
て
い
六
そ
の
年
七
"
再
び
一
業
学
生
相
撲
団

に
団
長
と
し
て
桑
港
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
叉
に
渡
り
、

倭
な
し
て
制
ン
て
美
か
令
く
.
し
ま
れ
た
学
ハ
.
生

活
で
あ
っ
九
。

(
枝
友
・
兵
床
川
小
会
駕
員
)

大
丑
十
;
叫
力
刀
、
凹
本
男
子
の
最
哥
栄
挙

、
あ
る
徴
Π
<
松
盧
に
印
秤
介
心
の
銘
印
を
お
さ
れ
九
。

こ
黒
果
父
よ
り
フ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
夏
休
み
に
ア

3
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